
【講演項目】 (定員20名、撮影・録音はご遠慮ください） 

◆◆◆　第2177回セミナー参加申込書　◆◆◆

■◇■　受付FAX：03-3639-3720　■◇■  その他ご連絡事項がありましたら欄外にお書きください。

　【事務ご担当者名】 　【Ｔel】

　【請求書等ご送付先】 〒

　【Tel】 　【受講証明書】 ご希望の方は右の□にレ点を。□

　【Mail】

　【法人名】 　【部署名】

　【役職名】 　【氏名】

　野村アグリプランニング＆アドバイザリー（株）
  取締役

　　　【日時】 2013年7月17日（水）13:30-16:30 　　【場所】 東京都中央区日本橋小網町9-9
　　　　　　　小網町安田ビル2F　セミナールーム
　　　　　　　セミナー事務局TEL：03-3639-8858

　　　【料金】 1人目は 29,820円 (税込)
　　　　　　　　2人目から 27,720円 (税込)

●参加お申し込みには下欄各項目をご記入の上、下記受付FAXまでお送り下さい。●申込者が複数の場合は全員のお名前をご記入下さるか、この申込書をコ
ピーされ別途ご記入の上、FAXして下さい。●弊社ホームページ(「金融ファクシミリ」で検索)からもお申し込みできます。●お客様の情報を部外者に提供するこ
とはしません。●FAXまたはホームページからの申し込み受付を以て正式契約となります。●申込書受信後、弊社から参加受講券を兼ねた「受付完了メール」を
お客様へ送信し、その後、｢請求書｣を別途ご郵送します。●申し込まれたのに、受付完了メールがお客様の元に届かない場合は、弊社担当（電話03-3639-
8858)までご連絡下さい。●お申し込み後に参加不都合となった場合は、キャンセルではなく代理出席をお願いします。それも難しい場合は資料郵送をもって出
席とさせていただきます。●お振り込みいただいた受講料は原則お返しできませんが、開催中止の場合はご返金します。その他の補償はしかねます。●今後、
当FAX案内を希望されない方は、欄外に会社名、部署名、電話番号、FAX番号とともに「案内不要」とご記入の上、受付FAXまでご送信下さい。

６次産業化やTPPなど、
我が国の農業を取り巻く諸問題と今後の展望

◆◆◆ 《第2177回金融ﾌｧｸｼﾐﾘ新聞社ｾﾐﾅｰ》のご案内 ◆◆◆

【講演趣旨】  安倍首相は農林水産業を成長戦略の中核の一つと位置づけ、農産物・食品輸出倍増や農村の所得
倍増などを目標に掲げ、様々な改革に意欲を見せています。また、TPP交渉への日本の参加に向け日米合意がな
され、今後の交渉の行方が注目されます。
　このような環境下、わが国の農林水産業を俯瞰しますと、国内生産額の減少や後継者不足などの構造問題を抱
えている一方で、異業種からの農業参入の活発化、大規模化の進展など、新たな動きも出てきています。
　そこで本セミナーでは、日本の農業が成長産業となる可能性を探るべく、日本農業の現状、TPPの影響、６次産業
化の動向、今後の展望について解説します。

新しい金融ファクシミリ新聞社セミナーをご案内致しました。ご回覧、ご検討をお願いします。
主催：ＦＮコミュニケーションズ(電話03-3639-8858)　共催：金融ファクシミリ新聞社(http://www.fng-net.co.jp)

【講師紹介】　伊地知 宏（いじちひろし）氏＝1982年九州大学経済学部卒。同年野村證券入社。横須賀支店長、高知支店長、
投資情報部次長などを経て2011年8月から現職。同社は、「日本の農業技術の海外進出に向けた戦略策定支援」、「被災地域の
農業復興に向けた基本構想策定支援」、「農業参入に関する事業戦略の策定、事業設計の実施支援」などのコンサルティングを
手がける。関連著作は、「農業大規模・集約化で民間金融に比重」（月刊金融ジャーナル2013年2月号）など。

　1．日本の農業の現状
　　(1) 生産の状況　　(2) 農業経営の状況
　　(3) 農業金融の状況　　(4) 今後の可能性
　2．TPPの影響
　　(1) 世界の農業の状況　　(2) これまでの貿易自由化の流れ
　　(3) 農業・食料に関する貿易の状況
　　(4) TPPに関する展望

　3．６次産業化の動向
　　(1) ６次産業化の形態　　(2) ６次産業化の実状
　　(3) ６次産業化、成功事例のポイント
　4．今後の展望
　　(1) 安倍内閣の成長戦略　　(2) 異業種からの参入
　　(3)「強い農業」確立のために

伊地知 宏 氏


